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日本ＮＧＯ連携無償資金協力 完了報告書 

 

 

１．基本情報   

（１）案件名 日本語名：コンポンチュナン州における住民主体による営農強化及び

健康増進事業 

英語名：Food and Nutrition Security Project in Kampong Chhnang 

Province (略称：FNSP III) 

（２）事業地 カンボジア王国 コンポンチュナン州 

ロレイアッピア郡 5地区 37村、テックポ郡 3地区 20村 

ボリボー郡 1地区 6村 

Rolea Pa-ir, Tek Phos, and Boribo Districts, Kampong Chhnang 

Province, Kingdom of Cambodia 

（プノンペン市中心部より北へ約 100キロに位置し、車で約 2時間

30分を要する） 

（３）贈与契約締結日 

及び事業期間 

・贈与契約締結日：２０１８年１２月２７日 

・事業期間：２０１９年１月１日～２０１９年１２月３１日 

（４）供与限度額 

    及び実績（返還額） 

・供与限度額：２９６，４８９米ドル 

・総支出：２７５，６７９．５２米ドル 

（返還額：２０，８０９．４８米ドル） 

（５）団体名・連絡先，事

業担当者名 

（ア） 団体名：公益財団法人 国際開発救援財団 

【法人番号：1010005015999】 

（イ） 電話：03-5282-5211 

（ウ） ＦＡＸ：03-3294-2525 

（エ） E-mail：ariunjargal@fidr.or.jp 

（オ） 事業担当者名：ハルタルフー・アリウンジャルガル 

（６）事業変更の有無 事業変更承認の有無：無 

事業変更報告の有無：有 

（ア） 報告日：２０１９年３月１３日 

内容：建設会社の変更 

（イ） 報告日：２０１９年５月３１日 

内容：スタッフの交代及び新規雇用 

（ウ） 報告日：２０１９年１１月１８日 

内容：スタッフの交代及び新規雇用 



















【添付】 事業内容、事業成果に関する写真 

 

1．米の生産性向上と営農の多様化を目的とする活動 

  

草の根獣医養成研修（１月） 

参加者延べ 83名に対し、動物の病気の感染経

路、バイオセキュリティ等に関する研修を行った 

家庭菜園に関するトレーナー養成研修（２月） 

篤農家延べ 285名が参加し、乾季に適した家庭

菜園技術や液体肥料の作り方等を学んだ 

  

家庭菜園研修（２月） 

農家ら計 956名を対象とする研修を州農林水産

局職員、地区評議員、篤農家らとともに行った 

養鶏技術に関するトレーナー養成研修 

（第一回）（３月） 

篤農家延べ 290名を対象に、養鶏を実践するメ

リットや鶏病予防方法等に関する研修を行った 

  

養鶏技術研修（第一回）（３月） 

農家ら計 917名を対象に、養鶏技術指導及び篤

農家による経験共有を行った 

稲作技術に関するトレーナー養成研修 

（第一回）（４月） 

篤農家延べ 308名を対象に、SRI農法のレビュ

ーや実践した篤農家による経験共有を行った 



  

稲作技術研修（第一回）（４月～５月） 

農家ら計 1,170名を対象に、SRI農法技術の紹

介に関する研修を行った 

稲作技術に関するトレーナー養成研修 

（第二回）（５月） 

篤農家 316名を対象に、除草作業、堆肥及び農

薬の適切な使用方法等の研修を行った 

  

稲作技術研修（第二回）（５月） 

農家ら計 1,159名が研修に参加した 

田植えデモンストレーション（７月～８月） 

農家計 292名を対象に、SRI農法による田植え

の実演を実施した。 

  

養鶏技術に関するトレーナー養成研修 

（第二回）（７月） 

篤農家 295名を対象に、養鶏に関する経験共

有、世話の仕方、月齢別の餌やり方法、鶏病予

防及び適切な処置方法に関する研修を行った 

養鶏技術研修（第二回）（７月） 

農家ら計 756名を対象に、鶏の世話の仕方、月

齢別の餌やり方法、鶏病予防及び適切な処置

方法に関する研修を実施した。 



 

収穫高調査（１１月～12月） 

伝統的農法と SRI農法による米の収穫高を比較

する調査を実施した 

 

 

2．生活習慣が変わり、子どもや女性を中心とした住民の健康・栄養状態が改善されることを目的と

する活動 

  

リプロダクティブヘルスに関する 

トレーナー養成研修（２月） 

保健ボランティアら計 98名を対象とする研修を

保健行政区職員とともに行った 

リプロダクティブヘルス研修（２月） 

農家ら計 1,036名を対象に、母子の産後ケア、産

後において気をつけること、子どもの予防接種 

スケジュールなどに関する研修を行った 

  

公衆衛生に関するトレーナー養成研修（３月） 

保健ボランティアら計 104名が研修に参加した 

公衆衛生研修（３月） 

農家ら計 1,027名を対象に、公衆衛生や生活環

境と健康の関連性に関する研修を行った 



  

公衆衛生キャンペーン（３月） 

地区評議員、保健センター長、村長ら協力の

下、農家ら計 1,102名とともに各村にて清掃活

動をしながら廃棄物による健康被害及び環境

美化を訴える公衆衛生キャンペーンを行った 

疾病予防に関するトレーナー養成研修（４月） 

保健ボランティアら計 94名を対象に、下痢と風

邪の原因や症状、受診の目安及び家庭でできる

ケアに関する研修を保健センター職員や保健行

政区職員と行った 

  

疾病予防研修（４月） 

農家ら計 1,168名を対象とする研修を保健セン

ター職員及び地区評議員らとともに行った 

身体測定の事前研修（第一回）（５月） 

保健ボランティア及びモデルファーマーら計 109

名を対象に、子どもの身長・体重の正しい測定方

法、データの記入方法に関する研修を行った 

  

身体測定（第一回）（５月） 

地区評議員、保健センター職員、保健ボランティア、村長らが中心となり、1,837名の子どもの身長

及び体重を測定した 

 



  

補完食に関するトレーナー養成研修（６月） 

保健ボランティア及びモデルファーマーら計 115

名を対象に、補完食と白米のみのお粥の比較、

調理過程における衛生面の研修を行った 

栄養に関するトレーナー養成研修（９月） 

保健ボランティア、モデルファーマーら計 224名

を対象に、3つの食品群の振り返り、微量栄養素

の紹介等に関する研修を実施した 

  

補完食の実演（７月～１０月） 

年 4回にわたって、乳児をもつ母親ら延べ 1,936名を対象に、補完食の作り方の実演を 

保健センター職員、保健ボランティアとともに実施した 

  

栄養に関する研修（９月） 

農家ら計 1,074名を対象に、3つの食品群の振

り返り、微量栄養素に関する研修を行った 

身体測定の事前研修（第二回）（１１月） 

5歳未満児を対象とした身体測定の実施に向け

て、保健ボランティア及びモデルファーマーら計

105名を対象に実施 



  

子どもの身体測定（第二回）（１１月～１２月） 

計 1,834名の 5歳未満児の身長と体重を測定した 

 

 

3．ネットワーク構築・地域リーダー育成を目的とする活動 

  

若い農家を対象とした農業・保健研修 

（第一回）（１月） 

若い農家ら計 193名を対象に、栄養バランスの

とれた食事や栄養改善のために自分たちででき

ること等について研修を行った 

食糧・栄養の安全保障に関する情報共有集会

（第一回）（１月） 

地区評議員、篤農家、保健ボランティア、村長ら

計 206名が参加した 

  

プロジェクト運営委員会（第一回）（１月） 

事業の主要カウンタパートら計 23名が参加し、

前年度の活動成果共有及び今年度の活動計画

に関する情報共有及び意見交換を行った 

村レベル母親集会（第一回）（２月） 

5歳未満児を持つ母親ら計 874名を対象に、衛

生的な家庭環境と子どもの栄養状態の関連性

等に関する情報・経験交換を行った 



  

リーダーシップ研修（第一回）（２月） 

参加者計 194名を対象に、コミュニティの発展を

促進させるリーダーシップや、リーダーシップを

効果的に発揮する方法等に関する研修を行った 

保健衛生・栄養に関する情報共有集会 

（第一回）（３月） 

参加者計 19名が前年度の成果・課題の共有及

び今年度の戦略立案のため情報共有を行った 

  

若い農家を対象とした農業・保健研修 

（第二回）（４月） 

若い農家ら計 234名を対象に、3つの食品群や

食生活指針などに関する研修を行った 

プロジェクト運営委員会（第二回）（５月） 

事業の主要カウンタパートら計 23名が参加し、

当年度の上半期の活動成果共有及び下半期の

活動計画見直し等を行った 

  

モデルファーマーミーティング（６月） 

モデルファーマーら計 213名を対象に、現状・課

題の共有、アクションプラン作成、コミュニティに

おける生活習慣改善を目指す戦略立案に関す

るミーティングを行った 

ネットワーク研修（第一回）（６月） 

篤農家、保健ボランティア、モデルファーマー、

村長ら計 184名が参加した 



  

リーダーシップ研修（第二回）（７月） 

篤農家、保健ボランティア、モデルファーマーら

計 205名を対象に、成長する考え方と成長でき

ない考え方の紹介、成長する考え方を身につけ

るためにはどうすべきか等の研修を実施した 

若い農家を対象とした農業・保健研修 

（第三回）（７月） 

計 196名を対象に、3つの食品群の”緑”の主な

働き、家庭菜園の紹介、簡単に始められる家庭

菜園の方法等について研修を実施した 

  

食料・栄養安全保障に関する情報共有集会 

（第二回）（８月） 

篤農家、保健ボランティア、モデルファーマーら

計 178名を対象に、家庭計画の進捗共有及び

そのアップデート等に関する研修を実施した 

村レベル母親集会（第二回）（８月） 

母親ら計 751名を対象に、5月に実施した子ど

もの身体測定の結果共有、母親たちによる育児

相談、重度の栄養不良に陥った場合の対処法

に関する情報共有を行う集会を実施した 

  

ネットワーク研修（第二回）（９月～１０月） 

篤農家、保健ボランティア、モデルファーマーら

計 187名を対象に、ネットワーク形成のステップ

や形成に向けた話し合いを行う研修を実施した 

村レベル関係者集会（１０月） 

農家ら計 1,247名を対象に、今年度の各村の活

動内容及び成果の共有、次年度の活動目標及

び指標の設定に関する集会を行った 



  

保健衛生・栄養に関する情報共有集会 

（第二回）（１１月） 

保健センター長、地区評議員、各地区の保健ア

シスタントら計 19名とともに、成果や課題、改善

点に関する情報共有集会を開催した 

プロジェクト運営委員会（第三回）（１２月） 

事業の主要カウンタパートら計 23名が参加し、

当年度の成果や課題の共有及び振り返り、次年

度の活動計画の再確認及び改善点等に関する

話し合いを行った 

 

郡レベル関係者集会（１２月） 

2郡において州農林水産局や州保健局、郡知

事、篤農家、保健ボランティアら計 282名の事業

関係者が参加し、今年度の活動内容及び成果、

課題の共有を行った 

 

  



4．自立的発展の核となる農民組合の組織基盤強化を目的とする活動 

  

プロジェクト運営委員会（第一回）(1月) 

農民組合 4団体の理事ら（計 23名）が参加

し、昨年度の成果の振り返り及び今年度の活

動計画に関する発表や意見交換を行った 

農産物生産・生産管理強化研修（第一回）（１月） 

農民組合４団体の理事らを対象に、組合員の農

産物生産能力向上に向けた技術研修の企画立案

等に関する研修を実施した 

  

レポートライティング研修（２月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、農民組合

の年次報告書の書き方に関する研修を行った 

財務管理研修（２月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、2019年 1月

の予算／実績レビュー、エクセルを使用したキャッ

シュフロー管理及び予算実績管理の練習を行った 

  

簿記研修（第一回）（３月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、販売実績

レビュー、日々の収支の記録方法、帳簿の作

成方法等に関する研修を実施した 

簿記研修（第二回）（４月） 

第一回に引き続き、販売実績レビュー、日々の収

支記録方法レビュー、およびコンピューターを活用

した帳簿や記録簿作成演習を行った 



  

農産物生産・生産管理強化研修 

（第二回）（６月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、上半期農

産物生産状況レビュー、下半期の生産目標見

直し・再設定等に関する研修を実施した 

地域産品マーケティング研修（第一回）（８月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、農産物生産・

販売状況レビュー、ドイツや日本における農民組

合のマーケティング事例の紹介、既存のマーケテ

ィングツールの見直し等に関する研修を実施した 

  

地域産品マーケティング研修（第二回）（９月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、先月の農

産物生産・販売状況レビュー、既存のマーケテ

ィングツールの見直し及び今後のマーケティン

グ計画立案、に関する研修を実施した 

事業計画・予算策定研修（第一回）（１０月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、先月の農産

物生産・販売状況レビュー、農産物生産・販売に

関する情報共有、事業計画策定に向けた農業ビ

ジネス案の立案等に関する研修を実施した 

  

情報共有集会（１０月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、今年度の

活動成果の振り返り、活動計画の見直し、次

年度の活動指針決定に関する集会を実施した 

事業計画・予算策定研修（第二回）（１１月） 

農民組合 4団体の理事らを対象に、農産物生産・

販売状況レビュー、次年度事業計画及び予算計

画の立案に関する研修を実施した 



  

プロジェクト運営委員会（第二回）（１１月） 

農民組合 4団体の理事メンバー及び州農林水

産局農協振興局職員らが、活動進捗及び課題

の共有、次年度の事業計画の発表等を行った 

地域産品展示会（１２月） 

農民組合 4団体の理事らとともに、地域産品の認

知度の向上や顧客からのフィードバックの獲得等

を目指し、州都にて地域産品展示会を開催した 

  

農民組合事務所建設（６月撮影） 

農民組合事務所建設モニタリング 

農民組合事務所の建設（８月撮影） 

約 5か月にわたる建設工事を経て、8月 16日に

竣工式が執り行われた 

 

５．その他 

  

在カンボジア日本国大使館職員による第二年次中間事業視察（６月） 

 



連携無償 自己資金
【収入の部】
　　　総収入 296,489.00 2,763.72

【支出の部】
１．現地事業経費 260,882.67 2445.65
　　（１）直接事業費 113,387.85 0.00
　　　（ア）資機材購入費等 32,998.00 0.00
　　　（イ）ワークショップ等開催費 80,389.85 0.00
　　　（ウ）専門家派遣費 0.00 0.00
　　　（エ）研修員招聘費 0.00 0.00

　（２）現地事業管理費 147,494.82 2445.65
　　　（ア）本部スタッフ（駐在）人件費 30,960.58 0.00
　　　（イ）現地スタッフ人件費 82,182.70 0.00
　　　（ウ）現地事務所借料等 4,700.36 0.00
　　　（エ）現地移動費 11,293.82 2445.65
　　　（オ）会議費 1,597.21 0.00
　　　（カ）通信費 4,371.92 0.00
　　　（キ）事業資料作成費 2,473.96 0.00
　　　（ク）事務用品購入費等 555.60 0.00
　　　（ケ）本部スタッフ派遣費 9,358.67 0.00
　（３）情報収集費 0.00 0.00
　（４）その他安全対策費 0.00 0.00

２．現地事業後方支援経費 200.79 0.00
　（１）現地事業後方支援管理費 200.79 0.00
　　　（ア）本部スタッフ（事業担当）人件費 0.00 0.00
　　　（イ）本部スタッフ（経理担当）人件費 0.00 0.00
　　　（ウ）会議費 0.00 0.00
　　　（エ）通信費 200.79 0.00
　　　（オ）事業資料作成費 0.00 0.00
　　　（カ）事務用品購入費 0.00 0.00
　（２）その他安全対策費 0.00 0.00

３．一般管理費等 13,044.13 0.00

４．外部監査経費 1,551.93 318.07
  （１）現地外部監査経費 1,551.93 318.07
  （２）本部外部監査経費 0.00 0.00

　　支払実績 275,679.52 2763.72

　　総支出 275,679.52 2763.72
　　残高 20,809.48
　　利息等

法人番号：1010005015999　　　

（様式・項目名の変更等をしないでそのまま使用して下さい。）

（様式４－a）

日本ＮＧＯ連携無償資金収支表
（供与限度額未満の支出の場合）

公益財団法人　国際開発救援財団（FIDR）

カンボジア国
　自　２０１９年１月１日　　至　２０１９年１２月３１日    　　　　　　　　 （贈与契約上の通貨）


